




The Consideration of Solution Procedures when Problems Occur








































































早　出 7:30～ 15:50 施　設　長　  1名
日　勤 9:45～ 18:05 事　務　長　  1名








看 護 職 員　  7名











　夜勤明：職員 a、早番 3F：職員 b、早番 4F：職員 c















早番 3F 職員 B
早番 4F 職員 C
PM
2・4F女性一般浴
日勤 3F（チームリーダー） 職員 D




パートⅢ 　　　   職員 B、職員 C出席
表 3
利用者 A 利用者 B
年　齢 89歳 96歳
性　別 女性 女性
介護度 3（入所時 2） 3
認知度 中度 中度















時期 職員 a 職員 b 職員 c 職員 d その他
起床 利用者 Aが眼鏡をか
けていることを確認
















































































【早番 3F 担当、職員 b】

















































































































　また、平成 18年 4月 1日から改正介護保険法が施行されることに伴い、介護老人福祉
施設サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準（以下、指定基準と略する）等
の 1部を改正する省令が平成 18年 3月 14日に公布され、そのなかに「事故発生の防止」
が明確に位置づけられ事故の発生又はその再発防止のため、具体的措置を講じなければな
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